
発行平成 4年 4 月 5 日

発行所大洗町役場
〒311-13茨城県東茨城郡大洗町磯浜町688ト幻5

盟大洗 (67)5111納

町長公室

富士オフセット印刷械

器水戸 (31)4241欣)

集

制

綴

f'P 

(題字:高橋魁舟先生害)

一
時
で
は
¥
「
寵
壊
で
ゆ
と
り
と
生
き
、
ガ

叫
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
し
を
目
指
し
¥

一
各
種
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

…
い
ま
す
ガ
¥
こ
の
た
び
¥
高
齢
者
福
祉

叩
対
策
の
一
環
と
し
て
¥
ひ
と
り
暮
ら
し

…
の
あ
年
寄
り
家
庭
加
世
帯
と
間
消
防
本

一
部
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
ガ
完
成
。
そ

…
の
開
通
式
ガ
¥
去
る

3
月
叩
巴
に
岡
本

一
部
通
信
指
令
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
開
通
式
は
¥
竹
内
間
長
¥
自
己
議
会

一
議
長
¥
谷
田
部
消
防
盟
長
ら
に
よ
る
テ

…
|
ブ
力
川
ノ
ト
ガ
行
わ
れ
¥
竹
内
田
長
ガ

一
受
信
機
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
投
入
¥
緊

叫
急
通
報
シ
ス
テ
ム
ガ
稼
働
。
利
用
者
代

叫
表
の
小
沼
ま
さ
(
明
神
田

7
区
)
さ
ん
が

一
自
宅
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を
押
す

と
消
防
本
部
の
受
信
機
に
つ
緊
急
通
報

を
受
信
し
ま
し
た
確
認
し
て
ど
吟
ι
さ
い
し

と
音
声
で
流
れ
¥
竹
内
田
長
と
初
通
話

を
し
ま
し
た
。

通
報
シ
ス
テ
ム
は
¥
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
を
急
病
と
災
害
か
ら
守
る

疋
め
の
シ
ス
テ
ム
で
¥
お
年
寄
り
家
庭

の
電
話
機
に
セ
ッ
ト
し
た
端
末
機
と
常

時
掘
に
か
け
る
場
帯
用
の
無
線
型
ペ
ン

ダ
ン
ト
式
の
送
信
機
と
田
消
防
本
部
に

受
信
機
を
設
備
し
た
施
設
で
す
。

緊
急
事
態
、
ガ
発
生
し
た
場
合
は
¥
ペ

ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
消
防
本

部
に
通
報
ガ
入
り
¥
通
報
を
受
け
だ
消

防
本
部
で
は
¥
瞬
時
に
通
報
者
ガ
確
認

で
き
¥
近
隣
の
協
力
者
等
に
連
絡
¥
川
山

要
に
応
じ
て
瓢
急
車
の
出
動
、
ガ
で
き
る

体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
¥
緊
急
通
信
シ
ス
テ
ム
は
¥
緊

急
以
外
の
相
談
等
に
も
利
時
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

3
f度
は
¥
九
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
加
入
の
家
震
に

設
置
し
ま
し
だ
や
か
¥
次
年
震
に
お
い
て

も
増
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
¥
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
「
生

活
の
安
山
と
山
の
ふ
れ
あ
い
し
を
さ
さ

え
る
頼
も
し
い
存
在
と
な
り
¥
い
ざ
と

い
う
時
に
は
¥
迅
速
確
実
な
教
護
に
そ

の
機
能
ガ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

-一一環L

臨
噛

hv
消
防
本
部
の
受
信
機&利用者代表の小沼まささん

邑

出1:l
国

& 小j召さんと通話する竹内町長

俳
句
の
泰
の
季
語
の
一
つ
で
す
。

旅
の
途
中
で
死
ん
だ
雁
を
供
養
す
る

た
め
に
、
海
岸
で
風
呂
を
わ
か
す
と

い
う
風
習
の
よ
、
7
で
す
。

秋
に
北
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
雁
が
、

海
上
で
羽
を
休
め
る
た
め
に
、
く
わ

え
て
き
た
小
枝
を
海
岸
ま
で
き
て
捨

て
、
そ
し
て
、
春
に
ま
た
北
へ
向
か

っ
て
旅
立
つ
と
き
に
、
そ
の
校
を
拾

っ
て
い
く
と
い
い
ま
す
。
維
が
去
っ

た
あ
と
に
小
枝
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
の
は
、
途
中
で
死
ん
だ
り
捕
ら
え

ら
れ
た
り
し
た
哀
れ
な
雁
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
人
が
供
養

の
た
め
に
、
そ
の
小
枝
で
風
呂
を
わ

か
し
、
旅
の
人
に
ま
で
振
る
舞
っ
た

と
い
う
の
で
す
。

奥
州
外
ヶ
浜
に
こ
の
風
習
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
ヶ
浜
と
は
、

青
森
市
か
ら
睦
奥
湾
の
西
側
の
津
軽

半
島
を
海
沿
い
に
北
上
し
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
本
州
側
の
入
口
で
、
「
青
函

ト
ン
ネ
ル
記
念
館
」
の
あ
る
竜
飛
崎

辺
り
ま
で
の
地
域
の
こ
と
で
す
。

で
も
、
い
ま
こ
の
辺
り
で
は
雁
風

呂
の
習
慣
は
な
く
、
雁
が
務
と
し
た

小
枝
を
見
る
こ
と
私
を
い
o

H

ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
文
芸
伝
説
。
(
青
森
県
百

科
辞
典
)
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
し

て
も
、
一
維
の
長
い
旅
の
厳
し
さ
が
し

の
ば
れ
る
話
で
す
。

一
方
、
わ
た
し
た
ち
も
春
に
な
る

と
活
動
が
活
発
に
な
り
、
交
通
事
故

が
心
配
で
て

4
月
6
1
日
空
ま
で
、

恒
例
の
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
十
の
重
一
点
目
標
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
徹
底
、
高
齢
者
と
子
ど

も
の
交
通
事
故
-

防
止
、
違
法
駐
一

vyh

一、
L

一

幕
の
締
め
出
し
一

τ一
地
二
一

で
す
。
ド
ラ
イ
一
刊
お
堂
一

パ

i
も
歩
行
者
一
吉

¥
l
A科
J

一

も
、
交
通
ル
l

F

L

R
均
イ
治
山

ル
と
マ
ナ
ー
を
一
一

4

1

/

九
1
ま

し

ょ

、

丸

紅

婦様緩
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高年番大学で

催開

L、

前
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
去

る
2
月
初
日
町
中
央
公
民
舘
和
室
で
、

高
年
者
大
学
を
開
催
し
ま
し
た
。

高
年
者
大
学
も
今
回
で
お
期
生
と
な

り
、
各
高
年
者
ク
ラ
ブ
よ
り
推
薦
さ
れ

た
学
生
が
1
年
間
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
高
年
者
が
健
康
で
明
る
く
、

長
生
き
出
来
る
よ
う
に
、
「
健
康
講
康
」

を
開
催
、
参
加
者
全
員
の
血
圧
測
定
の

後
、
町
保
健
課
職
員
か
ら
健
康
に
つ
い

おお平成4:q:.4月5日

て
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
血
圧
の
こ
と
や
、
日
常

の
健
康
に
つ
い
て
活
発
に
質
問
す
る
な

ど
一
生
懸
命
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
食
生
活
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
が
作
っ
た
「
健
康
弁
当
」
を
食
べ

な
が
ら
、
日
常
の
食
生
活
の
大
切
な
こ

と
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
年
者
の
皆
さ
ん
、
健
康
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
て
、
益
々
元
気
に
ご
活

躍
下
さ
い
。

て
、
「
人
生
を
二
倍
楽
し
む
」
こ
と
を
実

践
し
て
お
り
、
ヨ
ッ
ト
を
購
入
し
て
、

海
の
バ
カ
ン
ス
・
家
族
農
園
で
、

m種

類
の
野
菜
と
叩
種
類
の
果
樹
を
栽
培
し

て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

講
演
は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
年
々

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
、
「
農
村
休
暇
」

政
策
を
中
心
に
話
さ
れ
、
都
会
の
人
が

農
家
で
長
期
休
暇
を
過
ご
す
こ
と
で
、

「
真
の
豊
か
さ
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
、

農
家
の
人
は
、
最
高
の
も
て
な
し
で

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
が
で
き
る
と
い

う
、
都
会
と
農
村
を
結
ぶ
新
し
い
制
度

で
す
。ま

た
、
先
生
は
「
海
は
農
村
休
暇
制

度
よ
り
魅
力
が
あ
る
い
と
、
海
の
活
用

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
、
予
定
講
演
時
間

を
オ

l
パ
i
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
勉
強
会
を
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
し
、
住
ん
で
よ
い
町
・

住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
下
さ
い
。

ー
善
意
の
舗
を
匹
、
げ
よ
う

「
平
成
三
年
時
強
調
同
行

去
る
3
月
日
日
、
町
中
央
公
民
館
で

平
成
3
年
度
町
善
行
賞
の
授
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
毎
年
、
親
切
な
こ
と
を
行
っ

た
小
・
中
学
生
に
対
し
て
、
親
切
な
心

を
よ
り
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、

善
行
賞
を
授
与
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
重
い
荷
物

を
自
転
車
に
乗
せ
て
坂
道
を
押
し
て
い

た
の
を
手
伝
っ
て
あ
げ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

塀
で
ケ
ガ
を
し
た
子
ど
も
を
助
け
て
あ

げ
た
。
学
校
の
清
掃
や
小
鳥
の
世
話
を
一

続
け
て
い
る
。
近
所
の
火
災
で
老
人
を

助
け
た
こ
と
等
の
善
行
を
行
っ
た
小
学

生
と
中
学
生
の
い
品
名
と
1
図
体
が
対
象

に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
小
さ
な
小
・
中
学
生
の
善

意
の
輸
を
広
げ
た
い
も
の
で
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

渡

辺

雅

紀

磯

浜

小

3
学
年

p
審
事
唱
よ
ぷ
3
ン
ザ

i
ト
醐
欄
か
れ
る
月

去
る
2
月
泊
目
、
町
文
化
セ
レ
タ
!

大
ホ

i
ル
で
、
第
1
田
春
を
よ
ぶ
コ
ン

サ
ー
ト

m
大
洗
が
盛
大
に
聞
か
れ
ま
し

た。
町
立
日
楽
協
会
が
毎
年
行
な
っ
て
き
た
、

「
町
民
コ
ン
サ

i
ト
」
の
内
容
を
さ
ら

に
充
実
す
る
た
め
、
各
演
奏
時
聞
を
延

長
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
に
し
た

も
の
で
す
。

当
日
は
、
琴
の
演
奏
、
長
唄
、
コ

i

ラ
ス
、
器
楽
合
奏
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
毎
に
、
却
分
の
割
り
当
て
時
間
を

工
夫
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
二

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
、
出
演
者
の
熱
演
に
耳
を

か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
練
習
を
重
ね
、
町

の
文
化
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

暴
力
か
ら
町
民
生
活
を
守
る

「
一
一
一
本
い
運
動
」
を
徹
麓
し
て
い
こ
う

が
各
都
道
府
県
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
暴
力
団
に
つ
い
て
の
困

り
ご
と
に
対
し
て
相
談
に
応
じ
る
の
を

は
じ
め
、
幅
広
く
暴
力
団
排
除
運
動
や

暴
力
団
追
放
運
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
各
セ
ン
タ
ー
に

は
、
こ
れ
ら
の
専
門
的
な
知
識
を
も
っ

た
暴
力
団
追
放
相
談
委
員
が
、
必
要
な

助
一
言
を
す
る
な
ど
、
速
や
か
に
適
切
な

解
決
を
図
っ
て
く
れ
ま
す
。

暴
力
団
を
根
絶
す
る
た
め
に
は
、
守
口

氏
一
体
と
な
っ
た
暴
力
団
の
排
除
活
動

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
「
三
な

い
運
動
」
を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑧
暴
力
開
凶
を
恐
れ
な
い

③
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

⑧
暴
力
団
を
利
潟
し
な
い

ま
た
、
今
回
の
暴
力
団
対
策
法
に
よ

り
、
「
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」

川

上

美

登

久
保
問
亮

久
保
泊
肇

佐

藤

幸

希

坂

口

直

巴

枝
川
い
づ
み

小
町
美
智
子

久
保
田
洋
子

川

上

沙

織

磯
浜
小

祝
町
小

3
学
年

5
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年
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一
、
サ
ッ
カ
ー
ソ
ッ
ク
ス
ぽ
足

(
1
万
7
千
円
相
当
)

成
沼
町
1
8
8
9

今
泉
洋
一
殿

夏
海
小
学
校
へ

一
、
土
地

U
・
訂
附

(
1
7
9
万
2
千
丹
相
当
)

大
賞
町
5
7
7

佐
藤
敏
夫
殿

公
衆
用
道
路
敷
と
し
て

一
、
木
製
梯
?
?
叩
脚
&

(
ロ
万
円
相
当
)

大
賞
町
5
4
0

樹
一
一
一
勝
建
設

回
出
勝
進
殿

役
場
及
び
学
校
用
務
と
し
て

一
、
金
5
万
円
也

大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
殿

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

一
、
金
印
万
円
也

磯
浜
町
1
7
7

清
水
洋
治
殿

社
会
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て

一
、
金
却
万
円
也

磯
浜
町
6
2
4

大
山
せ
つ
殿

社
会
福
祉
基
金
と
し
て

一
、
金
山
万
円
也

神
山
町
1
3
5
6

藤

沼

正

殿

福
祉
対
策
資
金
と
し
て

一
、
金
却
万
円
也

磯
浜
町
1
0
9
7

加

藤

理

殿

消
防
車
両
購
入
基
金
と
し
て

一
、
福
祉
パ
ス
用
冷
蔵
庫
|
台

(
幻
万
4
千
円
相
当
)

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
殿

福
祉
パ
ス
用
冷
蔵
庫
と
し
て

6
学
年
全
員

大

野

育

美

米

川

順

子

茂

木

美

里

高

須

武

高

須

晃

今

泉

和

幸

小
沼
弘
美

河
部
由
紀
子

大
賞
小

夏
海
小

6
学
年

2
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

6
学
年

3
学
年

1
学
年

11 " 11 11 
南一

中中

一
、
雑
巾
附
枚

高
年
者
ク
ラ
ブ
永
寿
会

代

表

篠

原

耕

造

殿

保
育
所
の
清
捕
朋
と
し
て

一
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
切
箱

大
洗
港
湾
運
送
鰯

代

表

関

根

米

三

殿

東
B
本
フ
ェ
リ
ー
鰯

支
活
長
坂
田
見
武
一
殿

東
日
本
輸
送
附

所

長

木

糟

龍

次

殿

小
中
学
校
の
学
校
給
食
用
と
し
て

て

金

7
千
円
也

交
通
安
全
母
の
会
・

0
8
殿

暴
走
族
追
放
広
報
と
し
て

…
、
現
代
臼
本
「
朝
日
人
物
辞
典
」

一
、
国
語
百
科
「
大
辞
林
」

…
、
「
広
辞
苑
」
卓
上
版

(
2
万
7
千
円
相
当
)

埼
玉
県
大
宮
市
砂
町
出

1
2

糊
福
島
ガ
ラ
ス

社

長

福

島

忠

義

殿

一
、
雑
巾

m枚

高
年
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会

代
表
高
橋
兼
土
口
殿

磯
浜
小
学
校
清
掃
用
と
し
て

一
、
教
材
C
D

(
4
万
9
千
円
相
当
)

平
成
3
年
除
雪
毒
幼
稚
園
卒
関
一
向
殿

夏
海
幼
稚
関
教
材
と
し
て

一
、
教
材
ビ
デ
オ

6
本

(
6
万
円
相
当
)

鹿
星
註
…
寵
妻
社
茨
城
営
業
所

小

林

敬

二

殿

第
一
中
学
校
教
材
と
し
て

一
、
電
話
フ
ァ
ッ
ク
ス

i
台

(
弘
万
円
相
当
)

水
戸
市
白
梅
3
i
8
|
弘

樹
テ
レ
ポ
ー
ト
茨
城

代
表
取
締
役
高
野
健
司
殿

消
防
業
務
用
と
し
て

年
金
だ
よ
り
，

。
国
長
年
金
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

め
ん
ど
う
に
な
ら
な
い
う
ち
に

ー
平
成
三
年
度
分
の
納
め
忘
れ
は
、
四
月
中
に

。
平
成
四
年
度
の
保
険
料
を

前
納
す
る
と
割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
定
の

期
間
を
前
も
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
を
「
前
納
」
と
よ
ん
で
い
ま

す
が
、
例
、
え
ば
平
成
四
年
度
分
を
四

月
中
に
、
一
年
間
分
を
前
納
し
ま
す

と
、
次
の
表
の
よ
う
に
割
引
き
が
あ

り
お
得
で
す
。

前
納
を
す
る
に
は
、
平
成
四
年
度

富
民
年
金
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
領

収
書
に
つ
い
て
い
る
「
前
納
用
」
に

よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
毎
月
末
日
ま
で
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
三
年
四
月
か
ら
平
成
四
年
三
一
月
ま

で
の
保
険
料
で
納
め
忘
れ
の
あ
る
月

分
に
つ
い
て
は
、
四
月
米
包
ま
で
な

ら
お
手
持
ち
の
納
付
書
で
、
当
町
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
水
一
戸
商
社
会

保
険
事
務
所
の
取
扱
い
と

fdま
す
。

そ
の
た
め
、
水
戸
商
社
会
保
険
事

務
所
へ
出
向
い
て
納
め
る
か
、
新
し

い
納
付
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、

郵
便
局
や
銀
行
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
変
で
も
も
う
一
度
、
保
険
料
の

※国民年金の保険料は、

醤月末日までに締惜しましよう

曹
団
連
ま
寄
っ
く
れ
J

講
潰
金
日
目

去
る
2
月
幻
自
、
商
工
会
会
議
室
で

第
3
回
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
青
年
罰
体
連
絡
協
議

会
(
木
村
政
儀
会
長
)
が
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
知
識
を
得
ょ

う
と
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
講
師
に
津
端
修
一
(
つ
ば

た
し
ゅ
う
い
ち
)
氏
を
迎
え
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

津
端
氏
は
、
自
由
時
間
評
論
家
と
し

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
て

下
さ
い
。

も
し
、
平
成
三
年
度
分
で
納
め
忘
れ

が
あ
っ
た
と
き
は
、
め
ん
ど
う
に
な
ら

な
い
よ
う
四
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

前
納
し
た
場
合
と
月
々
納
付

し
た
場
合
の
比
較
表

~ 月々納め 前納した
割引額

た場合 場合

116，400円
定額保険料 (9，700円 113，590円 2，810円

X12月)

定額保険料 121，200円
十 (10，100円 118，270円 2，930円

付加保険料 X 12fl ) 



らあおお 平成4王手4月5日也、

去
る
3
月
日
日
町
営
プ

i
ル
で
、
大

洗
町
消
防
団
(
谷
図
部
吉
蔵
間
長
以
下

m名
)
の
春
季
消
訪
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。今

回
の
訓
練
は
、
障
害
物
を
超
え
て

給
水
す
る
方
法
及
び
機
械
操
作
、
放
水

訓
練
を
目
的
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

従
来
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
フ
ェ
ン

ス
な
ど
の
高
い
障
害
物
を
越
え
て
給
水

し
放
水
す
る
こ
と
は
関
難
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
ポ
ン
プ
の
操
作
に
よ
り
可

能
な
た
め
、
こ
の
訓
練
を
実
施
し
た
も

の
で
、
各
分
団
員
が
本
番
き
な
が
ら
に
、

フ
ェ
ン
ス
を
越
、
え
て
給
水
を
行
な
い
放

水
を
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
技
術
が
、
迅
速
か

っ
確
実
な
消
火
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

寸
は
ま
ぐ
り
L

の

資
源
を
守
り
欝
て
る
だ
め
位

移

植

放

流

「
は
ま
ぐ
り
」
は
、
大
洗
町
全
体
の

水
揚
げ
高
の
四
分
の
一
に
あ
た
る
重
要

な
水
産
資
源
で
す
。

毎
年
、
水
ぬ
る
む
3
月
か
ら
5
月
に

な
る
と
、
遊
漁
者
等
に
よ
る
は
ま
ぐ
り

の
稚
貝
(
茨
城
県
海
部
漁
業
規
則
で
は
、

(3)第244号

3
叩
以
下
採
補
禁
止
)
が
大
量
に
採
捕

さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
業
協
同
組
合
で
は
、
稚
貝
の
放
流

や
、
自
主
禁
漁
匹
の
設
定
、
操
業
時
間

や
漁
獲
量
の
制
限
等
に
よ
り
、
は
ま
ぐ

り
の
資
源
保
護
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
水
産
資
源
と
な
る
、
は
ま
ぐ

り
の
稚
貝
を
守
る
た
め
、
去
る

3
月
8

日
大
洗
サ
ン
ビ
!
チ
海
岸
で
、
大
洗
・

磯
浜
両
漁
協
組
合
員
約
制
名
が
参
加

し
、
は
ま
ぐ
り
稚
貝
の
採
捕
と
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
波
の
荒
い
悪
条
件
の
中
、

打
ち
寄
せ
る
波
に
も
め
げ
ず
酬
し
時
も
の

稚
貝
を
採
捕
可
採
補
さ
れ
た
稚
貝
は
、

「
大
き
く
育
て
」
の
願
い
を
込
め
て
、

禁
漁
区
へ
移
植
放
流
し
ま
し
た
。

今
回
放
流
き
れ
た
稚
貝
は
、

2
1
3

年
後
に
は
、
立
派
に
成
長
し
皆
さ
ん
の

食
卓
を
賑
わ
す
こ
と
で
し
ょ
っ
。

去
る
3
月
日
目
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

第
5
回
ふ
る
さ
と
民
謡
民
舞
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
の

品
目
さ
ん
が
中
心
と
な
り
民
話
・
民
舞
を

後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
た
め
に
行
な
わ
れ

て
お
り
、
今
回
で

5
田
を
数
え
る
大
会

と
な
り
、
回
名
の
皆
さ
ん
が
出
演
、
日

間
明
の
練
習
成
巣
を
発
揮
し
、
ふ
る
さ
と

大
洗
の
民
謡
・
民
舞
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。会

場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
皆
さ
ん
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
こ
う
し
た
、
民
謡
や
民
舞
を
さ
ら
に

研
鎖
さ
れ
、
大
洗
の
民
謡
を
守
り
育
て

て
く
だ
さ
い
。

7
N
@
H
-
K
テ
レ
ゼ
で

「
i

大
洗
、
か
金
圏
に
般
迭
さ
れ
る

去
る
3
月
ロ
日
、
午
後
四
時
加
分
か
で
大
洗
町
が
全
国
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

ら
N
H
Kテ
レ
ビ
「
昼
ど
き
呂
本
列
島
」
放
送
は
、
生
中
継
で
行
な
わ
れ
ヒ
ラ

メ
の
畜
義
や
造
船
所
、
大
洗
美
術
館
の

窓
眠
、
採
操
組
合
員
の
ひ
じ
き
漁
(
一

部
錬
画
)
、
大
洗
漁
協
婦
人
部
の
み
な

さ
ん
の
海
藻
や
魚
料
理
、
は
ま
ぐ
り
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
が
全
国
に
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
来
る

5
月
口
日
に
は
、
ゲ
ス

ト
に
伍
代
夏
子
さ
ん
と
冠
二
郎
さ
ん
を

迎
え
、
町
総
合
運
動
公
開
国
体
育
館
で
大

洗
港
マ
リ

i
ナ
完
成
記
念
番
組
「
N
H

K
の
ど
自
慢
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
テ
レ
ピ
放
送
に
よ
り
大
洗

町
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
大
洗
の
知
名
度

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

目

下

水

道

作

文

麗

じ

入

選

日

県
で
は
、
平
成
3
年
度
下
水
道
促
進

週
間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り

に
必
要
不
可
欠
な
生
活
環
境
施
設
と
し

て
の
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め

更
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
子

ど
も
遠
の
国
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・

標
語
な
ど
を
募
集
し
ま
し
た
。

作
文
の
部
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
者

の
中
か
ら
、
本
町
南
中
3
年
生
の
渡
辺

裕
子
さ
ん
が
県
知
事
賞
に
、
鴨
川
友
子

さ
ん
が
全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会

茨
城
県
支
部
長
賞
に
入
選
ぎ
れ
ま
し
た
。

A入賞された渡辺さん樹、鴨川さん飽

件
-
直

「
下
本
道
と
私
た
ち
」

渡

辺

裕

子

汚
い
水
が
排
水
口
か
ら
ジ
ャ

l
ジ
ャ

!
と
流
れ
出
す
、
そ
し
て
、
汚
い
ネ
ズ

ミ
が
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
走
り
回
る
暗
く

て
う
す
き
み
悪
い
下
水
道
。
私
は
こ
の

よ
う
な
光
景
を
テ
レ
ビ
の
マ
ン
ガ
で
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
だ
れ

も
一
部
は
日
比
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
下
水
道
」
と
問
向
い
て
、
私
が
一
番

最
初
に
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
は
、
「
汚

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
て
「
水
の
ム
中

に
は
、
空
き
缶
、
魚
の
死
が
い
、
お
か

し
の
空
袋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ど
の
ゴ
ミ
が
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
水
の
色
は
灰
色
の
よ
う
に
濁
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
し
か
考
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
高
学
年
の

こ
ろ
に
、
下
水
道
処
理
所
と
い
う
も
の

が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
水

が
き
れ
い
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
こ
ま

で
行
き
つ
く
た
め
に
は
下
水
道
を
通
っ

て
き
ま
す
。
い
く
ら
下
水
道
処
理
所
で

水
が
き
れ
い
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、

下
水
道
が
汚
く
て
い
い
わ
け
は
あ
り
ま

せん。と
こ
ろ
で
、
下
水
道
と
い
う
の
は
地

下
に
あ
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
前
に
、
そ
し
て

学
校
内
に
あ
る
の
で
す
。

か
つ
て
私
は
、
町
内
の
ど
ぶ
そ
う
じ

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
は
た
だ
綴
に
、
「
裕
子
も
や
っ

て
み
ろ
、
と
き
ど
き
百
円
玉
と
か
が
落

っ
こ
ち
て
る
と
き
が
あ
る
ん
だ
。
み
つ

け
た
ら
お
ま
え
に
や
る
よ
。
」
と
い
わ

れ
、
好
奇
心
が
む
く
む
く
と
わ
き
出
て
、

そ
し
て
、
ど
ぶ
の
中
の
百
円
玉
欲
し
さ

だ
け
で
参
加
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
る
煎
は
は
り
き
っ
て
い
た
私
で
す
が
、

ふ
た
を
開
聞
け
る
だ
け
で
も
う
疲
れ
て
し

ま
い
百
円
玉
な
ど
き
が
す
余
裕
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ス
コ

ッ
プ
で
ど
ろ
を
か
き
出
す
ぐ
ら
い
は
出

来
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
、
ど
ぶ
を
の
ぞ

き
こ
ん
だ
と
た
ん
、
生
ゴ
ミ
議
場
の
よ

う
な
く
さ
い
臭
い
が
私
の
鼻
の
中
に
侵

入
し
て
き
ま
し
た
。
く
さ
い
け
れ
ど
必

死
で
ど
ろ
を
か
き
出
そ
っ
と
し
ま
し
た

が、

A
寸
度
は
、
ど
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
す
ご
く
重
い
の
で
す
。
そ
う
い
う
中

で
何
時
間
ぐ
ら
い
や
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

終
わ
っ
た
と
き
は
へ
と
へ
と
で
歩
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
出

た
ど
ろ
の
多
さ
に
は
日
を
日
比
は
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
年
か
後
、
私
も
中
学
三

年
生
に
な
り
、
町
内
の
ど
ぶ
そ
う
じ
に

参
加
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
今
度
は
、

学
校
の
ど
ぶ
そ
、
つ
じ
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
目
を
見
は
る

ほ
ど
の
ど
ろ
が
出
ま
し
た
。
前
と
違
っ

て
い
た
こ
と
は
、
ど
ろ
に
ま
じ
っ
て
ゴ

ミ
が
た
く
さ
ん
ま
じ
っ
て
い
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
み
て
私
は
、
と
て
も
が
っ

か
り
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
、
つ
を
体
験
が
あ
り
ま
し
た
が
、

私
が
思
い
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
「
人

々
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
環

境
が
汚
染
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
を

す
る
に
も
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
自
分

た
ち
の
排
水
が
環
境
を
汚
染
し
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
の
で
て
そ
う

し
て
い
る
、

2
り
に
必
ず
し
っ
ぺ
返
し
と
な

っ
て
私
た
ち
の
生
活
に
帰
っ
て
き
ま
吹
可

そ
う
な
っ
て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
私
た
ち
が
身
近
に
出
来
る
こ

と
と
い
、
え
ば
、
食
事
の
と
き
の
野
菜
く

ず
や
食
べ
か
す
は
流
さ
ず
に
、
ク
ズ
カ

ゴ
へ
入
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
炊
事
や

洗
だ
く
す
る
時
は
、
必
要
以
上
に
洗
剤

を
使
用
し
な
い
こ
と
j
i
-
-
-
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
出
来
る
も
の
で
す
。
学
校
で

も
穴
を
撮
っ
て
、
そ
こ
へ
調
理
く
ず
な

ど
は
う
め
て
、
土
に
も
ど
す
こ
と
が
一
番

す
ぐ
れ
た
処
理
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
処
理
だ
け
で
は
、

汚
染
は
な
お
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
全
員

が
水
質
浄
化
に
心
が
け
な
け
れ
ば
水
は

絶
対
き
れ
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

上
で
努
力
し
て
い
っ
て
こ
そ
、
本
当
の

水
質
浄
化
と
な
る
の
で
す
。

汚
い
水
が
排
水
口
か
ら
ジ
ャ

i
ジ
ャ

!
と
流
れ
出
す
、
そ
し
て
、
汚
い
ネ
ズ

ミ
が
チ
ェ
ウ
チ
ュ
ウ
と
走
り
回
る
暗
く

て
う
す
き
み
惑
い
汚
れ
た
下
水
海
そ

う
い
う
光
景
を
な
く
す
た
め
に
は
、
前

に
書
い
た
こ
と
を
自
分
た
ち
の
努
力
で

行
な
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
達
成
で
き
た
ら
今
度
は
、
「
き
れ
い

な
水
が
排
水
口
か
ら
ジ
ャ

l
ジ
ャ
!
と

流
れ
出
し
て
、
汚
い
ネ
ズ
ミ
な
ど
は
い

な
く
な
り
、
明
る
く
き
れ
い
な
下
水
遂
L

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
ど
こ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
か
け
て
も
こ
う
い
う

光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
、
身
近
な
こ
と

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

啓
賛
や
せ
め
て
一
病
息
災
に

髭

釜

川

上

弘

年
の
豆
数
へ
な
が
ら
に
噛
み
し
め
る
渡
り
ゆ
く
ベ
イ
ブ
リ
ツ
ヂ
の
霞
か
な

明

神

町

小

松

崎

美

代

.

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
節
分
の
夜
、
家
族
揃
っ
て
福
川
風
に
耐
へ
て
溜
る
顔
彼
岸
索
、

一

良

を

食

べ

て

い

る

。

実

年

と

も

な

れ

髭

釜

川

崎

京

子

ば
、
齢
の
端
数
に
一
つ
加
え
た
数
の
青
空
に
み
ん
な
忘
れ
て
接
遊
び

一

豆

を

食

べ

る

の

が

慣

わ

し

だ

。

一

つ

明

神

釘

泊

中

勝

枝

こ
つ
と
豆
を
数
え
な
が
ら
口
に
し
、
洋
々
と
帰
雁
の
海
の
光
り
け
り

こ

の

一

年

の

俸

を

願

っ

て

じ

っ

く

り

祝

町

今

川

良

と
腕
噛
み
し
め
る
の
で
あ
る
。
白
梅
の
咲
き
こ
ぼ
る
る
や
垣
の
内

祝

町

今

川

う

め

野
仏
は
い
づ
こ
や
春
の
雪
深
し

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

父
を
恋
ひ
母
を
恋
ふ
句
碑
浅
き
春

磯

浜

浅

見

道

子

湯
の
町
の
透
き
灯
明
り
冴
返
る

磯

浜

桜

井

政

官

参
拝
の
三
々
五
々
と
日
脚
伸
ぶ

明
神
町
白
沼
い
ち
ろ
う

句
友
得
て
湧
く
句
心
や
梅
香
る

大

実

田

山

佳

男

種
袋
み
れ
ば
す
ぐ
に
も
咲
き
さ
う
に

夏

海

大

賞

千

代

子

後 (jtz 
i壇ぢ

雪
国
に
嫁
ぎ
最
初
の
臨
調
便
り

磯

浜

村

沢

み

ち

を

(
評
〕
雪
国
に
嫁
い
だ
娘
か
ら
の
手

紙
に
(
或
は
電
話
で
あ
ろ
う
か
)
初

め
て
降
雪
を
見
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

暖
留
に
育
っ
た
吾
が
娘
が
、
こ
れ
か

ら
の
雪
中
の
生
活
を
、
ど
う
切
り
抜

け
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

嫁
が
せ
し
娘
を
息
ひ
っ
つ
雛
飾
る

東

光

ム

口

大

川

た

か

〔
評
〕
雛
段
を
し
つ
ら
え
、
お
雛
様

を
飾
っ
て
い
る
。
こ
の
雛
の
、
支
は
、

先
達
っ
て
お
嫁
に
行
っ
て
し
ま
っ
た

ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
雛
を
飾
り
な

が
ら
、
吾
娘
を
生
み
育
て
た
二
十
年

の
歳
月
が
一
一
瞬
の
映
像
と
な
っ
て
脳

裡
を
横
切
る
の
だ
。

今
掻
き
し
磯
海
苔
な
り
と
持
ち
呉
れ
し

明
神
町
小
松
崎
十
土
口

(
評
〕
磯
で
い
ま
掻
い
で
き
た
海
苔

だ
、
食
べ
て
く
れ
る
か
。
と
わ
ざ
わ

ざ
届
け
て
く
れ
た
。
摘
み
た
て
の
海

苔
の
み
ど
り
や
香
り
と
一
緒
に
、
早

春
の
人
の
情
け
が
嬉
し
い
の
だ
。

梅
苑
の
野
点
の
席
に
君
臨
拍
ら
ず

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
観
梅
の
野
点
の
席
を
覗
い
て

み
た
。
決
っ
て
其
処
に
居
る
筈
の
人

が
今
日
に
限
っ
て
見
当
ら
ぬ
。
ハ
テ

何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
梅
苑

の
明
る
き
に
き
し
た
小
さ
な
覇
。

風
雪
に
耐
へ
し
一
つ
や
落
棒

桜

道

真

閑

静

子

〔
評
〕
椿
の
花
が
一
つ
、
落
ち
た
。

寒
さ
の
中
に
花
芽
を
育
く
み
、
早
春

花
開
い
た
椿
が
、
い
ま
ポ
ト
リ
と
落

ち
て
土
に
還
っ
て
ゆ
く
。
風
情
詞
に
耐

え
て
開
花
し
、
そ
し
て
散
る
。
そ
れ

は
椿
の
花
ば
か
り
で
は
な
い
の
だ
。

寒
風
に
子
を
抱
く
猿
の
顔
き
び
し

髭

釜

稲

田

富

穂

〔
評
〕
一
群
の
猿
の
中
、
子
猿
を
抱

く
母
猿
の
動
き
を
見
て
い
る
。
猿
山

に
寒
風
が
吹
き
、
そ
れ
で
な
く
と
も

赤
い
猿
遠
の
顔
を
い
よ
い
よ
赤
く

L
て

い
る
の
だ
が
、
と
り
わ
け
母
猿
の
表

情
の
き
び
し
さ
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
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3事

平成4年第1[gJ大洗町議会定例会が、去る3月6自から3月18日までの13巴問、開

催され平成4年度大洗町歳入・歳出予算案(一般会計・特別会告を合わせだ総額106億

5，539万円〉ガ第T日の本会議に上程されまし定。

竹内町長より、平成4年度の施政方針と予算案説明のあと、第4自由の総括質疑ガ

あり所管常任委員会への信託、休会中の第5日、 68自に常任委員会の審議を経て、

第竹日自の本会議において、各常任委員畏報告のあと、質疑、討論、採決に入り撰重

な審議の結果、原案どおり平成4年度大洗司歳入・歳出予算ガ、可決されましだ。 新年度予算の編成方針を説明する竹内町長

124.103予防 2.1%
64.700千円1.1%
33.323千円 0.6%
10.171千円 0.2%

87千円 0.0%

総務費

1.163.802千円

19.7% 

出〕〔歳

A

骨盤

143.846千内 2.4%
88.550千円 1.5%
84.043千円 1.4%
46.100千円。司8%
49.800千円 0.8%
4.000千円 0.1%

1千円 0.0%
3千円 0.0%

地方議与税

繰 越 金
利子害i交付金
ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付金

寄 F付金

土木費

1.034.181千円

17.5% 

歳出総額

5.913，520千円

100.0% 

民生費

712.757千円

12.0% 

入}〔歳

使用料及び手数料

183.767千円 3.1%

介担金及び負担金

145.974千円 2.5%

ミぐ

1111 税

2.602，084千円

44.0% 

歳入総額

5，913，520千円

100.0% 

平
成
4
年
第
1
間
町
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
援
笑
い
た
し
ま
し
た

各
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、
町
政
運
営

に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま

す。
〈
町
政
運
曹
の
基
本
)

出
世
紀
を
間
近
に
投
え
、
国
際
化
、

情
報
化
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
経
済

社
会
が
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

地
方
行
政
は
住
民
の
ニ

l
ズ
を
的
確
に

把
曜
し
、
増
大
、
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

国
民
生
活
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
、

地
方
公
共
団
体
が
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
地
方
自
治
の
健
全
な
運
営
を
図
り

つ
つ
、
各
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
た
自
主
的
・
主
体
的
な

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
住
民
生
活
の
質
の
向
上
を
尽

に
見
え
る
形
で
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
現
下
の
地
方
財
政
は
臼
兆
円

を
超
え
る
借
入
金
残
高
を
抱
え
、
そ
の

償
還
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

し
か
も
新
た
な
る
財
政
需
要
に
も
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

楽
観
を
許
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、

住
民
が
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
「
ふ
る

さ
と
」
づ
く
り
、
地
域
福
祉
の
充
実
、

快
適
な
環
境
づ
く
り
、
質
の
高
い
社
会

資
本
の
整
備
等
を
推
進
す
る
た
め
の
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
や
立
地
条
件
を
生
か
し
、
個

性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
図
り
、
自
治
体

間
競
争
に
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
、
昨

年
6
月
、
議
会
に
お
い
て
「
潮
風
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
」
第
3
次
大
洗
町
総

合
計
画
を
議
決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、

。
水
と
緑
の
調
和
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り

@
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち
づ

ノ、Hリ

。
健
康
で
ゆ
と
り
と
生
さ
が
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

@
国
}
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
と
潮
風
の

一
寄
る
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

。
産
業
の
活
力
み
な
。
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
5
つ
を
基
本

g
標
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
各
種
施
策
を
進
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
そ
の
2
年
次
に
あ
た
る

も
の
で
あ
り
、
計
画
の
長
期
目
様
で
あ

り
ま
す
か
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
マ
リ
ン

シ
テ
ィ

1
4
の
実
現
を
基
本
と
し
て
予

算
編
成
を
進
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
町
民
間
士
あ
る
い
は
町

民
と
行
政
と
が
協
力
し
あ
っ
て
、
地
域

の
問
題
は
、
地
域
住
民
自
ら
の
手
で
解

決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
お

け
る
遼
帯
感
の
形
成
を
図
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
経
済
の
進
展
や

備
俵
感
の
変
化
が
、
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
大
き
く
変
え
、
女
性
の
社
会

進
出
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
な
か

で
、
女
性
が
能
力
を
発
揮
し
、
積
極
的

な
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
な
男
女
共

同
参
加
の
実
現
に
努
め
る
も
の
で
あ
り

ま
て
そ
の
た
め
、
行
政
は
、
広
報
・
広

聴
の
充
実
に
努
め
、
行
政
の
持
つ
情
報

を
速
や
か
に
住
民
に
伝
達
し
、
住
民
の

意
見
や
要
望
を
的
確
に
把
援
す
る
た
め

の
施
策
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
計
画
の
実
効
性
を
担
保
す
る

た
め
、
長
期
的
な
財
政
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
あ
る
い
は

官
民
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
従
来
か

ら
の
守
備
範
閤
の
見
直
し
を
図
り
、
そ

の
負
担
区
分
を
含
め
て
、
行
政
と
住
民

の
役
割
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
節
減
し
た
財
源
を

重
点
施
策
へ
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と

に
よ
り
、
投
資
効
果
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域

づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
行
政
需
要
に
対
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
平

成
4
年
度
は
積
極
型
予
算
の
編
成
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
議
員
各
位
並
び

に
釘
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
禦
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

{
主
な
擁
策
)

次
に
、
平
成
4
年
度
の
主
な
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ー
、
水
と
緑
の
調
和
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

①
土
地
利
用

土
地
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
と
と

も
に
、
生
活
や
生
産
の
諸
活
動
の
共
通

の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
公
共
の
福
祉
を

優
先
さ
せ
つ
つ
、
本
町
の
も
つ
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
や
地
域
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

港
湾
を
中
心
と
し
た
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
そ
の
核
を
マ
リ
ン
タ
ワ

i
局

辺
に
位
置
づ
け
、
そ
の
周
辺
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
、
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
毘

辺
開
発
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討

を
重
ね
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
議
会
に
お
い
て
も
大
洗
港
後
背

地
開
発
調
査
特
別
委
員
会
で
の
検
討
も

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一

方
、
大
賞
台
地
の
開
発
で
は
、
県
の
住

宅
供
給
公
社
の
協
力
に
よ
り
、
そ
の
委

託
を
受
け
て
町
の
土
地
開
発
公
社
が
用

地
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

栂
沼
駅
潤
辺
地
区
に
お
い
て
は
、
ゴ
ル

・
フ
相
場
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
地
・
レ
ジ

ャ
ー
施
設
等
の
一
体
的
な
開
発
を
民
間

主
導
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨

年
4
月
に
は
ゴ
ル
フ
場
の
申
請
も
受
理

さ
れ
、
間
も
な
く
開
発
許
可
が
下
り
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ス

プ
ロ
!
ル
化
が
目
立
っ
て
き
て
お
り
ま

す
祝
町
地
区
に
つ
い
て
も
大
洗
町
北
部

地
域
振
興
計
画
を
策
定
し
、
同
地
匿
の

土
地
利
用
を
方
向
づ
け
る
と
と
も
に
、

町
の
全
体
計
画
と
の
整
合
性
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
道
路

道
路
は
、
町
民
の
旦
星
活
に
直
結

す
る
重
要
な
役
割
を
巣
た
す
も
の
で
あ

り
、
町
道
に
つ
い
て
は
1
4
1
、
6
4
0

千
円
を
計
上
し
そ
の
繋
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
大
洗
港
i
杉
ノ
下
線
の
早
期

完
成
あ
る
い
は
小
泉
i
水
戸
線
の
整
備

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
も
の
で
あ
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07jくと線の調和し恕魅力あるま吉つ、くり

o安j出して暮らせる快適芯室長君主づくり

01建長襲で喰とりと生きがいのa;るさまちづくり
。こころ聾か怠人づくりと潮嵐の香る文化のまちつ、くて〉

0産業の活力みなぎるまちづくり
影底場1議

46，468千円

2，256千円

78，525千円

256，150千円

100，038千円

141，640千円

7，139千円

242，320千円

30，000千円

780，882千円

363，790千円

5，000千円

5，555千円

35，103千円

25，239千円

18，670千円

47，650子円

24，252千円

相，000千円

3，000千円

15，681干円

18，020千円

41，792千円

5，000手円

29，493千円

相，434千円

41，071子円

16，784千円

事襲警

o教湾問ゴンヒ.ユーターの充実

0奨学資金支給及び貸与事業

0小・中学校修繕工事

。総合運動公寝建設事業

o地区集会所建設事業

o町道整備事業

o:y通安全施設整備事業

O土地区画整理事業

o都市下水路整備事業

o公共下水道事業

O上水道整備事業

o 防災行政無線子商増設工事

。ゴミ収集室矯入

o斎場建設事業

o老人保健事業

o在宅老人デイ・サ ピス事業

0皇室療福祉

0第 T保育所補修工事

o大洗港整備事業

o園芸優良種苗増殖施設事業補助

0纂盤整備事業

0新農村集落センター(矢場〉整備事業

o先進的農業生産総合推進事業

0はぎぐり資源保護tg養放流事業補間

o漁業娠興事業助成金

0海水浴場事業

o観光の皇づくりキャンプ場築基備等事業

o地域づくり推進事業

謹塁本毒事

34，348千円

10，120千円

96，939千円

'96，939千円

132，000千円

312，445千円

57，532千円

394，042千円

40，760千円

58，154千円

A

均一品

負坦金

加入金

{盟会計繰久金

盟庫補由金

企業債

(歳出〉営業費用

営業外費用

建設改良費

企業債償還金

その他

開日
1，587，274千円

658，551千円

602，044千円

118，000子円

115，413千円

93，266千円

1，209，209千円

57，055千円

292，901千円

28，109千円

0盟民健康保険事業

〔歳入〉園田躍康保険税

国E奪三E出金

療養結国費安出金

繰入金

その{也

(歳出〉保険給出費

総務費

老人保険拠出金

そ の 他

780，882千円

177，712千円

168，568千円

434，600千円

2千円

729，832千円

50，550千円

500千円

o公共下水道事業

(歳入〉国J章受出金

繰入金

町債

その他

(歳出〉公共下水道事業費

公債費

その他

1，178，507子円

820，636子円

237.781千円

59，446千円

59，940千円

704千円

1，178，003千丹

504千円

0老人保健事業

〈歳入〉吏払基金突出金

国産吏出金

県支出金

繰 入 金

そ の 他

〈歳出〕霊療諸費

そ の 他

18，343千円

15，740千円

2，493子円

110千円

13.735千円

1，800千円

2，808干円

oサイクリングターミナル事業

(歳入〉事業収入

使用料及び手数料

その的

(歳出〉総務費

事業費

その抱

242，320子円

242，318千円

2千円

41，292千円

201，028千円

o桜道土地産画整理事業

( 歳 入 〉 繰 入 金

そ の 他

(歳出〉事務費

工事 費

り
ま
す
。

③
港
湾

大
洗
港
は
、
首
都
田
閣
の
物
流
基
地
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

そ
の
取
扱
貨
物
震
は
年
々
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
第

8
次
港
湾
整
備
5
ヶ
年
計
画
に
お
い
て

増
加
す
る
貨
物
需
要
に
対
応
す
る
と
と

も
に
水
産
関
連
機
能
の
充
実
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
を
関
係
機
関

と
連
携
し
促
進
す
る
た
め
、
港
湾
建
設

事
業
負
担
金
4
8
、0
0
0子
円
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

④
公
園
・
緑
地

町
民
の
要
望
に
応
え
整
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
総
合
運
動
公
園
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
2
5
6、
1
5
0

子
円
を
計
上
し
、
陸
上
競
技
場
及
び
濁

地
整
備
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
一
尚
一
齢
者

ま
で
よ
り
多
く
の
町
民
が
楽
し
め
る
よ
、
つ

な
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
o
F
 

ま
た
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
の
緑
化
推
進
を
拡
大
し
て
、

11 ，912千円

11，162千円

700千円

50千円

11，862千円

50千円

o公平委員会

(歳入〉分担金及び負担金

繰越金

そ の { 也

〔歳出〉総務費

その他

59，699千円

59，585千円

114千円

56，500子円

3，199干丹

862.933千円

403，639千円

16.500千円

o地方卸売市場冷凍冷蔵事業

(歳入〉事業収益

資本的収入

(歳出〉事業費用

資本的支出

0水道事業

(歳入〉営業収益

営業外収益

子
ど
も
会
、
婦
人
会
及
び
高
齢
者
ク
ラ

ブ
を
、
主
体
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
平
成
5
年
3
月

U
a

か
ら
5
月
初
日
ま
で
水
戸
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
全
国
都
市
緑
化
い
ば
ら

き
フ
ェ
ア
に
先
が
け
て
、
(
仮
称
)
大

洗
町
織
化
推
進
協
議
会
を
設
立
し
て
町

独
自
の
植
樹
祭
を
開
催
し
、
繰
化
啓
蒙

運
動
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

⑤
上
水
道

近
年
の
来
遊
一
客
の
増
加
や
社
会
経
済

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
本
町
の
水
需
要

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
の

傾
向
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま

す
勺
こ
の
た
め
、
県
中
央
広
域
水
道
用
水

供
給
事
業
に
参
画
し
、
今
後
の
水
需
要

へ
の
対
応
と
安
定
供
給
を
図
る
た
め
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

本
年
は
3
2
5、
9
2
3千
円
を
計
上
し
、

第
5
次
拡
張
事
業
と
し
て
広
域
清
水
受

水
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
下
水
道

本
町
の
公
共
下
水
道
事
業
に
お
い
て

は
、
平
成
6
年
の
供
用
開
始
を
呂
指
し

て
7
8
0、
8
8
2
千
円
を
措
霞
し
、
校

線
管
渠
の
整
備
及
ぴ
南
部
1
・
中
部
幹
線

工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大
洗
中

継
ポ
ン
プ
場
の
建
設
に
着
手
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

2
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち

づ
く
り

①
環
境
衛
生

ご
み
・
し
尿
は
生
活
環
境
の
中
心
的

課
題
で
あ
り
、
町
民
生
活
に
と
っ
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
句

し
尿
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
洗
・
旭
・

水
一
戸
環
境
衛
生
総
合
に
お
い
て
共
同
処

理
を
し
て
お
り
、
ご
み
に
つ
い
て
も
年

ご
と
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

元
年
度
か
ら
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
ご
み
処
理
施
設
が
完
成
、
本
年
1
月

か
ら
本
稼
働
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
施
設
の
稼
働
を
契
機
と
い
た
し

ま
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
運
動
や
分
別

収
集
の
徹
底
、
資
源
の
再
利
用
を
推
進

す
る
た
め
の
広
報
等
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
収
集
体
制
を
充
実
す
る

た
め
に
、
ご
み
収
集
車
の
購
入
費
と
し

て
5
、
5
5
5千
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

②
環
境
美
化

「
住
み
良
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
を
推
進
母
体
と
し
て
、
下

水
路
の
清
掃
を
中
心
に
町
内
の
環
境
美

化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
最
近
で
は
道
路
沿
い
の
空
カ
ン
の

散
乱
や
変
地
の
雑
草
の
繁
茂
、
海
岸
の

ご
み
が
環
境
悪
化
の
原
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
度
に
お
い

て
は
町
内
会
を
主
体
と
し
た
町
内
清
掃
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海
岸
や
河
川
の

清
掃
、
所
有
者
自
ら
に
よ
る
空
地
の
草

刈
り
等
を
中
心
に
環
境
美
化
運
動
の
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
住
宅

良
好
な
住
宅
環
境
の
確
保
を
図
る
た

め
、
公
的
機
関
に
よ
る
宅
地
開
発
を
積

極
的
に
進
め
て
お
り
、
す
で
に
大
貫
台

地
の
開
発
に
お
い
て
は
、
県
住
宅
供
給

公
社
の
委
託
を
受
け
て
、
町
土
地
開
発

公
社
が
用
地
異
収
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
繋
理
事
業
が
完
了
し

た
五
反
岡
地
区
に
隣
接
す
る
一
本
松
地

底
に
お
い
て
も
組
合
施
工
に
よ
る
土
地

一
区
画
務
理
事
業
が
動
き
出
し
て
お
り
、

そ
の
推
進
に
積
極
的
な
援
効
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
町
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

施
設
の
若
朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
維
持
補
修
費
と
し
て
1
4、
9
3

9
千
円
を
計
上
し
、
施
設
の
適
切
な
管

理
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

④
消
防

住
民
の
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、

火
災
を
は
じ
め
と
し
て
災
害
は
予
測
し

難
い
新
た
な
発
生
要
因
を
伴
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
町
民
が
安
心

し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

救
急
処
理
の
拡
大
に
伴
い
、
新
た
に
必

要
な
資
器
材
を
繁
備
す
る
た
め
4
、6
7

0
千
円
を
捨
遣
し
た
も
の
で
あ
り
、
自

動
車
電
話
と
心
電
閉
山
電
送
装
震
に
よ
り

病
院
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
応
急
処
置

を
施
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
救

急
業
務
に
と
っ
て
も
救
命
率
の
向
上
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑤
防
災
・
防
犯

非
常
時
の
情
報
伝
達
網
と
し
て
大
切

な
役
割
を
来
た
し
て
お
り
ま
す
防
災
行

政
無
線
も
住
宅
地
の
開
発
等
に
よ
り
難

聴
地
区
が
発
生
し
て
い
る
た
め
5
、
。
。

(
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
)



t"¥ らあおお 第244号 (6)

0
千
円
を
措
置
し
、
子
局
の
増
設
を
図

り
難
聴
地
一
区
の
解
消
に
努
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
慮
の
災
害
に
備
え
て
、
資

材
運
搬
照
の
ト
ラ
ッ
ク
購
入
の
た
め
2
、

0
1
9
千
円
を
捨
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
等
に
際
し
従
来
以

上
の
素
早
い
対
応
が
可
能
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
大
雨
の

た
び
に
浸
水
に
楢
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す

勘
十
堀
地
区
に
排
水
機
場
を
設
遣
し
浸

水
防
止
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

⑥
公
害

住
民
の
財
産
で
あ
る
海
を
守
る
た
め
、

公
共
下
水
道
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
本
町
に
お
い
て
も
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
が
増
、
え
て
い
る
た
め
、
体

制
の
強
化
を
国
り
関
係
機
関
と
協
力
し

て
調
査
、
監
視
、
指
導
に
努
め
ま
す
。

⑦
交
通
安
全

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
町
民

全
体
の
交
通
選
徳
と
安
全
思
想
の
潤
知

徹
底
を
留
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

家
庭
・
学
校
及
び
各
種
団
体
に
対
し
て

積
極
的
に
広
報
活
動
を
実
施
す
る
と
と

も
に
町
内
の
小
学
校
5
年
生
を
対
象
に

し
て
、
常
陸
那
珂
地
区
の
自
動
率
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
通
安
全
実

践
教
育
授
業
を
実
施
し
、
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
交
通
安
全
施
設
の
整

備
を
図
る
た
め
、

7
、
1
3
9
千
円
を
措

置
す
る
と
と
も
に
若
年
層
に
よ
る
二
輪

車
の
事
故
防
止
と
暴
走
族
追
放
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
水
戸
警
察
署
及
び
各

種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
暴
走
族
追
放

運
動
を
推
進
し
、
町
内
を
暴
走
族
が
走

れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

⑧
墓
地
・
斎
場

ご
み
処
理
場
跡
地
を
利
用
し
て
斎
場

を
建
設
し
、
隣
接
す
る
火
葬
場
と
一
体

的
な
墓
地
公
閣
の
整
備
を
閲
る
た
め
、

斎
場
建
設
事
業
費
を
設
け
実
施
設
計
委

託
料
を
含
め
て
3
5
、1
0
3千
円
を
措

覆
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

3
、
健
康
で
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

@
福
祉

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
、
高
齢
化
が
進

む
な
か
で
行
政
も
地
域
の
人
々
も
、
今

平成4年 4F.15日

何
が
自
分
違
に
で
き
る
か
を
間
い
、
住

民
誰
も
が
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
社
会

的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
を
支
、
え
あ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
固
に
お
い
て
は

n
ゴ
j
ル
ド

プ
ラ
ン
。
を
策
定
し
、
お
世
紀
ま
で
の

叩
年
間
に
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
高
齢

者
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お

け
る
基
盤
務
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
か
わ
く
わ
く
プ

ラ
ン
。
を
策
定
し
、
回
出
と
同
様
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
の
施
策
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
本
町
で
は
行
政
と
し
て
の
施

策
と
民
間
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
母
体
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
を

中
心
と
し
た
各
種
団
体
の
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
か
老
人
保

健
福
祉
計
画
。
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
拠
点
と
な
る
福
祉
施
設
に
つ
い
て

も
大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
の

ご
み
処
理
施
設
か
ら
発
生
す
る
余
熱
利

用
と
併
せ
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
ひ

ぬ
ま
苑
の
完
成
に
伴
い
、
在
宅
老
人
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
た
め

送
迎
用
の
リ
フ
ト
パ
ス
購
購
入
費
を
含
め

て
2
5、
3
0
7千
円
を
措
置
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
在
宅
の
寝
た
き
り
若

人
・
障
害
者
に
対
す
る
移
動
入
浴
車
や

臼
常
生
活
問
用
具
の
給
付
事
業
、
ひ
と
り

暮
ら
し
老
人
給
食
サ
i
ビ
ス
事
業
及
ぴ

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
繋
備
事
業
を
実
施

す
る
た
め
所
婆
額
を
措
中
直
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

②
保
健
衛
生

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
て
健
康
づ
く
り
の
啓
発
・
保
健
予

防
を
主
体
に
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
と
り
わ
け
健
康
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
健
康
ま
つ
り
を
実
施
し
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
講
演
会
や
郷
土
料

理
の
紹
介
、
健
康
体
操
等
を
通
し
て

「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
」
と
い
っ

た
自
己
管
理
を
基
本
に
、
日
常
生
活
の

中
で
栄
養
・
運
動
・
休
養
を
中
心
と
し

た
健
康
づ
く
り
の
普
及
に
努
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
医
師
会
等
の
協

力
を
得
な
が
ら
各
種
の
予
防
接
種
事
業

や
保
健
事
業
を
実
施
し
、
保
健
教
育
、

健
康
相
談
、
各
種
検
診
、
機
能
回
復
訓

練
な
ど
に
よ
り
町
民
の
健
康
増
進
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

③
社
会
保
障

高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
と
と
も
に
、

年
々
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る
医

療
費
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
被

保
険
者
の
適
正
医
療
に
対
す
る
認
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
レ
セ
プ
ト
点
検
を

励
行
し
、
医
療
費
通
知
及
び
保
険
税
の

徴
収
率
の
向
上
を
回
り
、
国
保
財
政
の

健
全
化
に
努
め
る
た
め
所
要
額
を
計
上

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
医
療
に
つ
い
て
は
老
人

の
健
康
と
適
切
な
医
療
を
確
保
す
る
た

め
、
老
人
保
健
医
療
事
業
を
行
い
老
人

の
健
康
を
保
持
し
、
医
療
福
祉
で
は
乳

児
、
母
子
、
重
度
心
身
障
害
者
等
の
健

康
保
持
の
た
め
、
医
療
福
祉
事
業
制
度

を
維
持
し
、
福
祉
対
策
の
向
上
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
民
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
老
後
の
生
活
安
定
を
図
る
主
旨

か
ら
制
度
の
重
要
性
の
認
識
と
受
給
権

の
確
保
、
保
険
料
検
認
率
の
向
上
の
た

め
広
報
活
動
の
充
実
に
努
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

4
、
ニ
ニ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
と
潮
風

の
香
る
文
化
の
ま
ち
，
つ
く
り

①
幼
児
教
育

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
年
々
幼
児

数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
夏
海
幼
稚
箇
及
び
磯
浜
幼
稚
園

に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
施
設
の

一
部
を
借
り
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す

の
で
、
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

今
後
の
幼
稚
盟
の
在
り
方
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
学
校
教
育

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
自
ら
学
ぶ

意
欲
を
持
た
せ
、
社
会
の
変
化
に
積
機

的
に
対
応
で
き
る
人
間
の
育
成
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力

に
応
じ
た
学
習
指
導
に
努
め
、
学
ぶ
楽

し
き
を
味
わ
い
、
知
・
徳
・
体
の
調
和

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
生
か
し
た
人
格
の
形
成
を
図
る
た

め
、
そ
し
て
情
報
化
、
国
際
化
が
進
む

社
会
に
お
い
て
活
躍
で
き
る
人
間
を
育

成
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
外
国
人
英

語
指
導
助
手
を
配
遣
し
中
学
校
の
英
語

の
指
導
に
努
め
、
生
徒
が
英
語
に
興
味

を
持
ち
、
語
学
力
の
向
上
を
国
り
、
か

っ
、
外
国
の
文
化
に
ふ
れ
る
機
会
と
も

な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
中
学
校

に
お
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
導
入
を
図
り

情
報
化
社
会
に
対
応
し
活
躍
で
き
る
基

礎
的
能
力
を
身
に
付
け
る
よ
、
つ
指
導
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
5
年
4
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要

領
に
さ
き
が
け
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
追
加

導
入
を
図
る
た
め
に
4
6
、4
6
8千
円

を
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
授
業
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
平
成
3
年
度
に
引
き
続

き
教
職
員
研
修
費
と
し
て
5
6
0
千
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
一
方
、
表
朽

↑
化
し
つ
つ
あ
る
小
・
中
学
校
施
設
の
維

持
修
緩
費
と
し
て
7
8、
5
2
5千
円
を

計
上
し
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
の
激
し
い
一
中
体
育

館
に
つ
き
ま
し
て
は
耐
力
度
調
査
を
実

施
し
、
平
成
6
年
度
改
築
に
向
け
て
の

レ
i
ル
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
高
校
生
を
対
象
に
そ
の
趣
旨

を
十
分
に
生
か
し
、
希
望
者
を
慎
重
に

審
査
の
う
え
給
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
条
例
を
改
正
し
て
大
学

生
を
も
対
象
に
加
え
、
家
庭
の
事
情
等

に
よ
り
進
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
学
生

に
対
し
て
貸
付
制
度
を
創
設
し
、
人
材

育
成
を
図
る
た
め
の
支
援
体
制
を
確
立

い
た
し
ま
し
た
。

③
生
涯
学
習

自
由
時
間
の
増
大
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
、
絶
え
ま
な
い
技
術
の
革
新
、
高

度
情
報
化
社
会
の
進
展
な
ど
社
会
の
急

激
な
変
化
の
中
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
生
き
が
い
に
満
ち
た
生
活
を
営
む
に

は
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
学
習
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
対
応
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
住
民
の
ニ

l
ズ
に
応
じ
た
学
習

が
体
系
的
・
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
組
織
づ
く

り
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
全
国
的
な
人
材
育
成
の
動
き
の

中
、
本
町
に
お
い
て
も
若
い
カ
が
活
動

を
始
め
て
お
り
、
特
に
大
洗
青
年
団
体

連
絡
協
議
会
(
膏
関
連
)
で
は
、
サ
ン
セ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
等
に
よ

り
、
ま
ち
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
い

る
も
の
で
、
速
の
活
動
に
対
し
平
成

3
年
度
に
お
い
て
県
知
事
か
ら
か
ば
ら

賞
。
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
本
町
は
原
子
力
関
透
施
設
が

立
地
し
、
町
民
憲
章
に
お
い
て
も
原
子

力
と
の
共
存
を
進
め
て
お
り
、
科
学
の

町
を
自
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
一
平
成
元
年
度
、
走
変
型
ト
ン
ネ
ル

顕
微
鏡
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
折
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の

ロ
i
ラ
博
士
が
来
町
し
、
本
町
の
中
学

生
を
対
象
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ロ
ー
ラ
博
士
の
来
町
を
記
念

い
た
し
ま
し
て
、
小
・
中
学
生
の
夏
休

み
の
自
由
研
究
に
対
し
て
「
ロ

l
ラ
科

学
賞
」
を
設
け
る
た
め
の
調
査
費
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ラ
科

学
賞
の
制
定
に
よ
っ
て
小
・
中
学
生
の

勉
学
の
励
み
と
す
る
と
と
も
に
、
ロ
ー

ラ
博
士
と
の
交
流
を
通
し
て
か
科
学
す

る
心
。
を
育
て
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
万
一
供
っ
子
体
験
事
業
。
を
実
施

し
、
小
・
中
学
生
に
海
に
親
し
む
機
会

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

④
芸
術
文
化

芸
術
文
化
の
振
興
を
囲
る
た
め
、
大

洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
な
ど
の
文
化
団

体
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
文
化
祭

の
開
催
や
演
劇
鑑
賞
の
集
い
を
実
施

し
、
小
・
中
学
生
に
演
劇
に
親
し
む
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
は
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
を

建
設
し
て
叩
年
目
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か

ら
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

5
、
産
業
の
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く

①
観
光
リ
ゾ
ー
ト

県
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
地
の
中
核
と

し
て
、
本
町
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
と
、

今
後
と
も
本
町
の
観
光
地
と
し
て
の
役

割
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本

年
夏
頃
に
は
マ
リ
l
ナ
が
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
本
町
の

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
り
ま
す
7

リ
ン

タ
ワ
!
の
周
辺
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

も
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
進
出
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
本
町
の
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
よ
り
一
層
鮮
明
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
の
海
水

浴
を
中
心
の
夏
に
主
体
を
置
い
た
一
季

裂
の
観
光
か
ら
通
年
型
観
光
へ
の
移
行

も
可
能
か
と
忍
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平

成
2
年
度
か
ら
観
光
の
畏
づ
く
り
事
業

に
着
手
し
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
施
設
を
備
え
、
か
っ
、
海
に
接
し
て

い
る
と
い
う
立
地
条
件
は
県
内
に
は
例

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
前
に

も
か
か
わ
ら
ず
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
て
こ
の
た
め
、

隣
接
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
と
の
一
体
的

な
運
営
を
図
り
、
利
用
者
の
利
便
性
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
集
客
の
た
め
の

相
乗
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
一
方
、
海
水
浴
場
事
業
で
は
、
マ

リ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
を
購
入
し
て
海
水
浴
客

の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
き
れ

い
な
海
浜
を
創
出
す
る
た
め
新
た
に
ビ

ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
購
入
費
と
し
て
1
0、

9
4
5
千
円
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

②
水
産
業

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
漁
業
経
営
安
定
対
策
事
業
と

し
て
漁
業
振
興
基
金
積
立
金
1
0
0、
0

0
0
千
円
を
措
置
す
る
と
と
も
に
、
漁

業
振
興
事
業
(
貯
蓄
型
共
済
、

P
I
保

険
)
と
し
て
2
9
、
4
9
3
千
円
、
つ
く

り
育
て
る
漁
業
へ
の
助
成
と
し
て
は
、

は
ま
ぐ
り
資
源
保
護
培
義
放
流
事
業
へ

5
、
0
0
0
千
円
、
浅
海
増
殖
事
業
(
あ

わ
ぴ
、
う
に
)
へ
9
6
6千
円
を
措
置
し

そ
の
振
興
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o，
 

③
農
業

農
業
を
と
り
ま
く
国
内
外
の
情
勢
は

農
高
産
物
の
自
由
化
圧
力
や
米
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
農
産
物
が
過
剰
基
調

に
あ
る
中
で
、
価
格
の
低
迷
や
産
地
問

競
争
の
激
化
、
農
業
後
継
者
の
減
少
な

ど
に
よ
り
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
特
に
後
継
者
対
策

と
い
た
し
ま
し
て
水
産
業
も
含
め
た
一

次
産
業
後
継
者
配
偶
者
斡
旋
報
償
金
制

度
を
設
け
る
た
め
、
所
要
額
を
措
置
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
基
幹
作
物
で
あ
る
「
さ

つ
ま
い
も
」
に
つ
い
て
は
、
農
業
協
同

組
合
を
中
心
と
し
て
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
l

苗
の
育
苗
、
増
殖
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
促
進
の
た
め
に
、

3
、
0
0
0千
円
を
措
置
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
農
業
協
同
組
合

が
実
施
す
る
集
荷
所
の
建
設
に
対
し
、

先
進
的
農
業
生
産
総
合
推
進
事
業
と
し

て
4
1
、
7
9
2千
円
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地
区
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
矢
場
地
区
に

集
落
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め
に
1

8
、
0
2
0千
円
を
捨
遣
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
農
道
の
整
備
に
も
意

を
用
い
、
弁
天
地
区
の
舗
装
工
事
と
し

て
3
、
0
3
3千
円
を
措
置
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

④
商
業

本
町
の
商
業
は
既
存
市
街
地
内
の
路

線
裂
商
活
衝
で
あ
り
、
中
心
機
能
の
不

足
や
車
社
会
へ
の
対
応
等
の
遅
れ
か
ら
、

町
内
消
費
購
買
カ
の
過
半
数
が
流
出
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
克
服
し
、
商
業
の
健
全
な
発

展
を
図
る
た
め
、
経
営
者
に
あ
っ
て
は

購
買
カ
の
町
外
へ
の
流
出
の
現
状
を
認

識
し
、
消
費
者
ニ
!
ズ
に
合
っ
た
質
的

な
改
革
を
図
る
と
と
も
に
従
業
員
の
接

遇
や
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

あ
る
い
は
溜
宿
衡
の
美
化
等
に
よ
り
地

域
住
民
が
高
庖
街
に
お
い
て
楽
し
み
な

が
ら
、
人
々
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
条
件
を
整
備
し
、
商
業
の
近
代
化

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
、
え
ま
す
。

高
工
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
と
逮
携
し
、

商
業
の
核
づ
く
り
を
図
り
、
商
活
街
の

活
性
化
に
向
け
て
そ
の
支
援
に
努
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

⑤
工
業

本
町
の
工
業
は
、
水
産
加
工
業
を
中

心
と
し
た
製
造
業
を
主
体
に
発
展
し
て

お
り
、
本
町
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
町
経
済
の
活

性
化
を
図
る
、
つ
え
で
水
産
加
工
業
の
振

興
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
度
も
引
き
続
き
水
産
加
工
施
設
等
改

善
事
業
利
子
補
給
金
8
、
2
1
1千
円
及

ぴ
水
産
加
工
経
営
改
善
促
進
資
金
利
子

補
給
金
1
、
1
0
0千
円
を
措
置
し
施
策

の
展
開
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

6
、
行
政
運
営

市
町
村
は
地
域
住
民
に
最
も
身
近
な

行
政
主
体
と
し
て
、
地
域
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
実
現
し
て
い
く
立
場
に

J告託銀話語

八九Jち勿官、忌..lt¥l、

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に

即
応
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
き
め
の
細
か
い
施
策
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
し
、
今
日
的
な
行
政
課
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
、
組
織
、
人
事
な

ど
に
意
を
用
い
、
行
政
事
務
の
質
的
な

変
化
、
多
様
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を

育
て
る
た
め
、
引
き
続
き
自
治
大
学
校

へ
の
派
遣
、
県
の
ふ
る
さ
と
熟
へ
の
参

加
、
県
へ
の
実
務
研
修
生
と
し
て
の
派

遣
の
ほ
か
、
本
年
度
は
特
定
の
行
政
分

野
に
お
け
る
高
度
な
事
務
処
理
能
力
を

身
に
付
け
る
た
め
か
市
町
村
ア
カ
デ
ミ

ー
。
へ
職
員
を
派
遣
し
、
今
後
ま
す
ま

す
多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民
の
要
望

に
対
処
す
る
と
と
も
に
新
た
な
施
策
の

展
開
を
図
り
得
る
職
員
を
育
成
し
、
そ

の
活
性
化
や
自
己
啓
発
意
欲
の
増
進
に

努
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

7
、
予
算

屈
の
地
方
財
政
計
画
は
前
年
度
に
比

べ
て
4
・
9
%の
増
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
が
法
人
関
係
税
を
中
心
に
税
収

の
低
下
が
見
込
ま
れ
、
更
に
地
方
交
付

税
の
減
額
、
地
方
税
の
減
額
、
地
方
税

の
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
な
ど
で
、
国

の
一
般
歳
出
の
伸
び

(
4
・
5
%
)
と

ほ
ぽ
等
し
い
伸
び
率

(
4
・
9
%
)
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
第

3
次
大
洗
町
総
合
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
各
種
施
策
に
つ
い
て
優
先
頗
位
の

厳
し
い
選
択
を
行
い
、
社
会
経
済
情
勢

の
推
移
に
即
応
し
た
財
政
需
要
に
対
し

て
は
、
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分

に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
見

直
し
を
囲
っ
た
結
果
、
補
助
金
に
お
い

て
は
お
件
の
繋
理
、
合
理
化
に
努
め
ま

し
た
。
今
後
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
発

揮
で
き
る
よ
う
機
動
的
、
弾
力
的
運
用

に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
竹
内
町
長
の
平
成
四
年
度

提
案
説
明
で
す
。
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テレビ@ラジオの人気番組 rNHKのと、自憧」の公開放送

が大洗町総合運動公園体高館で行われます。出場@観覧の

お串し込みlet往鍾retか告で4丹呂田開)(感麓)室長でiこ。

平成4年5丹17自(日)

開場午前日時

開濃午後。時間分から

午後1日寺田分
5舟16自由

午後1自警 護付正午

大洗期総合運動公関体高豊富

東茨城郡大洗間域開1626

平成4年5開17自(自)

午後由時15分かも

午後1鶴自自分

ニ豊富"1五代璽子

予選

覧童

日寺

高野
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。放送
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。場

ニ酪(歌手)題時運し、{五代璽子(歌手)
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干310水戸市大町3-4-4 宮 0292(32) 9810 
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月月
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回目回一口口〈臨場輔聾的場曾〉
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込
み
者
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郵
便
番
号

住

所

氏

名

年

齢
職

業

電

話

番

号

歌
う
曲
目

(
歌
謡
曲
@
民
謡
別
)

申
し
込
み
者
の

郵
便
番
号

住

所
氏

名

山口一水
戸
市
大
町

3
1
4
1
4

N
H
K
水
戸
放
送
局

「

N
H
K
の
ど
自
慢
」
係

日一一一住所、氏名、年齢、職業、電話番号、

歌う由目(歌謡曲・民謡の別)を書いて

お申し込みください。ただし、中学生

以下は、出場できません。

また、返信語にも、郵便番号、住所、

氏名を必す記入してください。

(観離種盟的場舎〉

(往信の裏)(返信)

日口口一口口

(返信の裏)

口口

)
一
き
田

信
一

w
E

一
復
「
川
口

往
一
腕

E

f
、
一
郵

住所、氏名、竃話番号、それに「観覧

希望」と書いてお申し込みください。

また、返信面にも、郵便番号、住所、

氏名を必ず記入してください。

申
し
込
み
者
の

郵
便
番
号

住

所
氏

名

電
話
番
号

「
観
覧
希
望
」

申
し
込
み
者
の

郵
便
番
号

住

所
氏

名

山口一水
戸
市
大
町

3
1
4
1
4

N
H
K
水
戸
放
送
局

「

N
自

K
の
ど
自
慢
」
係

口一一一



第244号 (8)~~ 

響
的
金
隅
醐
薬
舗
醐
臨
料
金

潤
蝿
鵬
醐
輔
耐
え
相

J
iト

ら

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
平

成
4
年
「
春
の
全
盟
交
通
安
全
運
動
」

を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

盟

百

的
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
知

識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高

揚
を
国
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通

ル
i
ル
と
交
通
マ
ナ
!
の
笑
践
を
習

慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
留
る
。

幽
運
動
期
間

平
成
4
年
4
月
6
B
(
月
)
か
ら

目
白
(
水
)
ま
で
の
刊
日
間
J

E
運
動
の
重
点
目
標
及
び
具
体
的
推
進

事
項

O

シ
i
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

O
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

。
青
少
年
運
転
者
等
に
よ
る
無
謀
運

転
の
追
放

O
違
法
駐
車
の
追
放

あ書留お平成4年 4fl5E1

マ
受
付
場
所

大
洗
町
教
育
委
員
会
事
務
局
(
大
洗

町
役
場
附
属
庁
舎
2
階
)

マ
申
誇
手
続
き

願
書
、
そ
の
他
の
提
出
書
類
は
、
町

教
育
委
員
会
事
務
局
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

※
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
か
ら

の
推
薦
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
事
務

局
(
官
邸
1
2
4
1
1
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

弁
護
士
か
相
諜
柏
手

一
軒
一
特
設
人
権
相
談
所
の

幅
一
一
開
設
じ
つ
い
て

次
に
よ
り
、
特
設
人
権
法
務
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
人
権
侵
害
や

土
地
境
界
、
借
地
、
借
家
、
相
続
、
扶

菱
、
結
婚
、
離
婚
等
の
問
題
で
相
談
の

あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

マ
と

#
C

マ
と
こ
ろ

マ
相
談
者

4
月
日
B
(
金
)

午
前
日
時
j
午
後
3
特

大
洗
町
役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
・
法
務
局
職
員
・

人
権
擁
護
委
員

水
戸
地
方
法
務
局
・
水
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

円

v
主

イ峯町の人間と世帯
( 3月 i臼現在)

人口20，987人(-8人) 出生 7人

男 10，357人(-4人) 死亡18人

女 10，630人(-4人) 転入55人

世帯数6，297人(+15戸) 転出52人

字
国
開
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
現

F
l作
品
募
集
院
つ
い
て

関
捺
協
力
事
業
団
で
は
、
高
校
生
の

国
際
理
解
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
例
年
エ
ッ
セ
イ
(
小
論
文
)
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

も
次
の
よ
う
に
作
品
を
募
集
い
た
し
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

。
応
募
資
格
は
・
..... 

幻
(
平
成
4
)
年
4
月
現
在
、
高
校

生
で
あ
る
こ
と
。

@
テ
ー
マ
は
:
:
:

発
展
途
上
国
に
関
す
る
国
際
理
解
・

盟
際
協
力
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
た
も
の
(
題
は
自
由
)
。

。
作
品
は
・
・
・
・
-
-

A
4
絞
(
別
×

mm)
酬
字
づ
め
原

稿
用
紙
5
枚
以
内
。
な
お
、
別
の
酬

字
づ
め
原
稿
用
紙

(
A
4
版
)
に

l

「
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
(
ふ
」

一
り
が
な
)
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
一

「
性
別
・
学
校
名
・
学
年
」

を
書
い
て
、
作
品
と
い
っ
し
ょ
に
国

際
協
力
挙
業
団
関
東
支
部
ま
で
郵
送

し
て
下
さ
い
。

。
締
め
切
り
は
・
・
・
・
.. 

4
月
初
日
(
木
)
品
当
日
必
着

。
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
応
募
は
・
:
・
:

間
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

守
山
川
・
東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
本
村

町
M

M

(

経
済
協
力
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
5
階
)

宮

出

3
3
5
9
1
8
2
8
1

緑
と
歴
史
の
口
マ
ン
克
也
求
め
て
|
1
1

一
即
時
期
鰻
鈷
れ
い
曜
も
単
位
つ
ヱ
ア

会
期
@
平
成

5
年

3
月
幻
自

1
5月
初
岳

会
場
@
借
楽
関
公
園
@
千
波
公
圏

来
審

3
用
部
盟
関
鑑

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
白
い
ば
ら
き
」

(
第
日
間
全
国
都
市
様
化
い
ば
ら
き
フ

ェ
ア
)
が
、
平
成
5
年
3
月
幻
自
か
ら

5
月
初
日
ま
で
の
白
日
間
に
わ
た
り
、

借
楽
濁
公
開
問
と
千
波
公
園
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
失
わ
れ
て
い
く
緑

の
大
切
さ
と
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
身
近
に
あ
る

花
や
緑
を
守
り
、
増
や
し
、
繰
翠
か
な

潤
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り
の
実
践
に
し

た
い
と
願
い
、
倍
楽
園
間
周
年
と
千
波

湖
田
周
辺
大
規
模
公
閣
の
概
成
を
記
念
し

て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

会
場
無
料
@
パ
ピ
リ
オ
ン
有
料

フ
ェ
ア
会
場
は
、
倍
楽
国
の
精
神

と
も

「
民
と
仲
間
に
楽
し
む
L

を
踏
ま
、
え
て
、

誰
で
も
自
由
に
遊
び
、
そ
し
て
花
や
締

に
つ
い
て
学
び
、
体
験
で
き
る
よ
う
入

場
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
入
場
は
有

料
と
な
り
ま
す
。へ

の
参
加
ご
諜
内

実
行
委
員
会
で
は
、
県
民
総
参
加
に

よ
る
花
と
繰
い
っ
ぱ
い
の
会
場
づ
く
り
、

そ
し
て
楽
し
い
フ
ェ
ア
の
開
催
の
た
め

に
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

参
加
に
は
、
花
壇
づ
く
り
や
会
場
施

f;;) 0< 

天鋸神社の

i損噴霧ぎについて
祝 IBJr天安己神社」の例祭日が今

年から 4月の第 3日曜日に変わり

ます。

従って今年の天妃神社例祭臼は

4月四日(第 3日耀日)で、す。
モ霊

設
の
提
供
、
パ
ビ
リ
オ
ン
へ
の
出
展
な

ど
、
施
設
・
出
展
・
営
業
・
催
事
・
広

告
・
協
賛
金
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
体
な
ど
に
よ
る
会
場
管
理
へ
の
参
加

も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

花|行
のIFi
替i元
罫|ン

審会
詣i券

始

をヲ

こ
の
フ
ェ
ア
の
す
ば
ら
し
い
会
場
づ

く
り
に
も
、
多
く
の
方
々
に
資
金
の
提

供
を
通
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
開
催
1
年
前
の
平
成
4
年
3
月
出

日
(
木
)
か
ら
旅
行
代
理
屈
や
、
主
要
デ

パ
ー
ト
・
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

J

R
水
戸

支
社
の
各
駅
・
旅
行
セ
ン
タ
ー
・
売
庖

な
ど
身
近
な
窓
口
で
「
花
の
株
券
」
を

発
売
し
て
お
り
ま
す
。

。
前
売
り
株
券
に
は
、
次
の
3
つ
の
特

典
が
つ
い
て
い
ま
す
。

〔
特
典
l〕

旅
行
券
、
誕
生
日
花
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
数
々
の
す
て
き
な
賞
品
を
抽

選
で
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
/

〔
特
典
2
〕

県
近
代
美
術
館
、
県
立
康
史
館
、

県
植
物
園
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク、

好
文
彦
7

、
弘
道
館
、
徳
川
樽
物
館
、

水
戸
市
植
物
公
菌
、
水
戸
芸
術
館
現

代
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
9
つ
の
文
化

施
設
の
入
場
(
園
)
料
が
フ
ェ
ア
期
間

中
半
額
に
ノ

〔
特
典
3

〕

9
つ
の
文
化
施
設
を
す
べ
て
訪
れ

た
方
に
は
、
す
て
き
な
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
ノ

マ
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

花
の
株
券
や
参
加
へ
の
く
わ
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

O
全
国
都
市
縁
化
い
ば
ら
き
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局
(
水
戸
市
三

の
丸
1
了
日
5
番
犯
号
)

密

出

8
3
8
7
(
斎
一
通
)

宮

泣

1
8
1
1
1
(
代
表
)

(
内
線
・

4
2
8
1
1
4
2
8
3
)

(H，4.3.16現表)

開催日 開始時間 催 事 内 円挙相当r 開催場所 主 催 入場方法

4月58 (日) 9 : 30- 民謡コンクール東関東大会 ホール 財団法人日本民謡協会 金正 料

4月12日(日) 13・00- 倫理文化講演会 ホ ール 倫理研究所大洗支部 先立

4月17日(金) 9 : 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区父通安全協会 関係者

4月198 (日) 10: 00- ピ ア ノ ブタ可じと 表 4ヱ2ミh 、ホール ふ じ グ〉 ぷヱ2ミh 関 係者

4月268 (日) 1 音苦1E5 1 3 0 0 みちのく民謡まつり ホ ール 大洗町身体障害者福祉協会 有 料Zffs 18:00-

三大洗文化センタ一行事予定表(4 /5'"'"'26) 

午
前
の
部
副
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
4
月
刊
日
幽

0
4
月
比
日
同

0
4
月
白
日
附

0
4
月
払
白
幽

0
4
月
詣
日
附

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fi'66-2442へお問い合わせ下きい。

「
機
能
回
復
訓
練
」

ーロ同一校長山霊堂代
f

惨

事

量

規

主

司

一

一

川

社

(

j

J

:

;

 

τい
い
い

γ

時
奨
学
資
金
一
の
考
察
関

f也

大
洗
町
で
は
、
勉
学
し
た
い
が
授
業

料
等
の
学
資
に
苦
慮
し
て
い
る
優
秀
な

高
校
生
、
大
学
生
に
対
し
、
そ
の
一
部

と
し
て
奨
学
資
金
の
貸
付
給
付
を
行
い

ま
す
。ご

希
望
の
方
は
、
申
請
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

マ
奨
学
資
金
の
額

高
校
生

1
月
額
8
千
円
(
償
還
な
し
)

大
学
生

1
月
額
3
万
円
(
半
額
償
還
)

マ
募
集
人
員

高
校
生
・
:
5
名
・
大
学
生
:
・
2
名

(
平
成
4
年
度
入
学
生
か
ら
対
象
)

マ
受
付
開
始

平
成
4
年
4
月
1
日
(
水
)
よ
り

毒事

業

一
般
診
査
・
相
談

Q
d
 

4

，
附

三

種

混

合

接

種

ふムムlムム|ふ
母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

教

案

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診

母

子

保

健

教

室

母

子

保

健

教

室

三

種

混

合

接

種

5

/
釦

経
口
生
。
ホ
リ
ソ
オ
投
与

5 
/ 

術 7

手L

児

0
6
 

5

/刷
回

経
口
生
ポ
リ
オ
投
与

ービタミンA.C.巨ガ

細砲のガン{むを抑えますー

人
間
の
体
は
、
約

ω兆
個
の
縮
胞
で
で
き

て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
に
が
ン
遺
伝
子
が
あ

り
、
通
常
は
ほ
と
ん
ど
眠
っ
た
状
態
で
す
。

こ
れ
を
目
覚
め
き
せ
、
ガ
ン
遺
伝
子
と
し
て

働
か
せ
る
物
質
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

タ
バ
コ
、
放
射
線
、
魚
や
肉
の
焼
け
焦
げ
に

で
き
る
化
学
物
質
な
ど
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C

と
E
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
が
細
胞
の
遺
伝
子

と
結
合
す
る
の
を
抑
え
、
ま
た
、
発
ガ
ン
物

質
に
よ
る
ガ
ン
細
胞
の
発
生
を
抑
え
ま
す
。

ま
た
、
目
覚
め
た
ガ
ン
遺
伝
子
を
持
つ
細

胞
の
伽
細
胞
膜
に
変
化
が
起
き
る
と
、
細
胞
が

分
裂
を
始
め
、
ガ
ン
細
胞
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
の
細
胞
膜
を
変
化
さ
せ
る
物
質
に
性
ホ
ル

モ
ン
や
タ
バ
コ
、
サ
ッ
カ
リ
ン
、
胆
汁
酸
な

laま

健

永富Tl6区

関根暴義ちゃん
( 1歳 9ヶ月)

名

生
後

μ
ヵ同月
j
N叩
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

支ぜ

名

受
付
時
間

象

前
年
一
般
診
査
の
異
常
者
及
び
一
般

住
民

ー
昨
吋
∞
分

2
昨
吋
∞
分

l
時
日
分

2
時
日
分

日
時
∞
分

日
時
初
分

1
時
初
分

3
時
∞
分

1
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

間
山
時
∞
分

3
時
∞
分

l
昨
吋
初
分

3
昨
吋
∞
分

1
時
日
分

2
時
日
分

l
待
問
分

2
時
日
分

l
時
∞
分

2
時
∞
分

l
時
日
分

2
時
日
分

生
後
M

抗
力
月
j
同
日
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

一
歳
六
ヵ
月
の
誕
生
日
に
達
し
た
幼
児

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

妊
娠

6
ヵ
月

i
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

生
後

M
ヵ
月

1
四
日
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

生
後
3
ヵ
月

i
M四
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

診

生
後
2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後

6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
乳
児

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
4
月

7
a同
専
門
療
法
士
来
所

0
4
月
日
臼
樹
内
科
医
健
診
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
醤
害
券
む
っ
た
方
で
捗
諮
問

復
訓
練
を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
十
九

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A
、
カ
ロ

チ
ン
を
充
分
に
と
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

物
質
に
つ
け
込
ま
れ
な
い
健
康
な
細
胞
膜
を

保
て
ま
す
。
逆
に
、
体
の
ビ
タ
ミ
ン
A
と
カ

ロ
チ
ン
が
不
足
し
て
い
る
と
、
細
胞
膜
が
変

化
を
受
け
や
す
く
、
グ
ン
化
し
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ビ
タ
ミ
ン
A

は
緑
黄
色
野
菜
や
レ
バ

i
、
卵
黄
な
ど
、

c

は
野
菜
や
果
実
、

E
は
腔
芽
や
一
足
に
多
く
含

ま
れ
ま
す
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)


